
東南アジア域内でのSEALIONの活動
やタイKMITLでの宇宙天気の取り組み



SEALION

SEALION (South East Asia Low-latitude Ionospheric Network)は、東南アジアの電離層観測
ネットワークです。赤道電離圏、特にプラズマバブルを監視および予測する目的で、2003年から
NICTによって実施されています。 SEALIONは、磁気赤道の周りに共役観測点を持つという点で世
界的にも数少ない観測拠点となっています。
タイ王国のKMITL, CMU、インドネシア共和国のLAPAN、フィリピン共和国のUSCやベトナム社会
主義共和国のVASTと連携して観測ネットワークを運用しております。



KMITLとNICTの宇宙天気の共同研究

NICTは、タイ国のKMITLと電離層のデータ収集を2003年から実施してきております。
また2020年から、電離層のプラズマバブルの観測のためにKMITLのチュンポンにおいて、VHF
レーダの観測も開始しました。
このような長年の共同作業に加え、KMITLの大学院生等をNICTに招聘して研究指導・育成などの
支援も行ってきております。



KMITLとNICTの宇宙天気の共同研究

KMITLには、NICTと連携した形で、KMITLの宇宙天気のサイトの立ち上げも行っております。

なお、タイ王国の科学技術省傘下の宇宙機関であるGISTDA (Geo-Informatics and Space 
Technology Development Agency) と2019年11月に宇宙天気の研究のためのMOUを締結いたし
ました。


